
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 この度、2017 年度手話通訳者全国統一試験と全国統一要約筆記者認定試験の合格発表があり、三重

から 10 名（手話通訳 3 名、要約筆記 7 名）が合格されました。 

おめでとうございます！今後のご活躍を期待しています！ 

春は別れと出会いの季節です。自宅の隣に新築住宅が４軒完成し、引っ越しが始まりました。高齢者の多い町内に、子ども連

れのご夫婦や新婚さんなどで、近所が賑わしくなります。新しい出会いにコミュニケーションを大切にしていきたいものです。 

三重県聴覚障害者支援センター  〔毎月５日発行〕 ２０１８年４月号 

No.65 

 

三 重 県 聴 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 
〒514-0003 三重県津市桜橋 2 丁目 131 三重県社会福祉会館５階  FAX(059)223-3301／TEL(059)223-3302 
http://www.deaf-mie-center.com/ e-mail：deaf.mie-center@vivid.ocn.ne.jp 
❏利用時間 午前８時３０分～午後５時  ❏休館日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 3 月 4 日(日)に当センター研修室にて、

2017 年度災害支援サポーター研修講座を

開催しました。 

 学生時代から、2000 年東海豪雨や九州・

北陸・中部地方で起きた水害や震災等、16 ヶ

所の被災地でボランティア活動をされた辻

大輔氏をお招きし、災害時のボランティア活

動の現場について学びました。 

 なお、参加者やスタッフ、情報保障者を含

めて 43 名が参加しました。 

 現在、センターと災害支援協定を締結した

自治体は 9 自治体となっています。 

 これからも、支援体制の整備に取り組んで

いきます！ 

■『2017 年度災害支援サポーター研修講座』を開催しました! 

■手話通訳者全国統一試験、全国統一要約筆記者認定試験 合格発表！ 
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熱心に聞き入る参加

者たち（部屋が狭く

感じるほどの参加が

ありました！）  

『参加者からの感想の一部を紹介します！』 
        「ボランティアに行きたい気持ちがあっ 

       ても、何をどうすればいいのか全く知ら 

       ず、何もしないまま過ごしてきました。 

        これからは、今日教えていただいたこ 

       とを参考に、行動していけたらと思いま 

       す。」 
 

 「本当にたくさんの被災地へ行かれ、 

 活動された様子が分かりました。 

  まず“行動”が大切と思います。 

 現地に行けなくとも、自分に何がで 

 きるか？準備することは何？を考え 

 る場づくりを、聞こえない人たちと 

 一緒に続けていきたいと思います。」 

【手話通訳者全国統一試験 合格者】 

 ① 志内 梨紗 （松阪市） 

 ② 吉野 仁美 （菰野町） 

 ③ 有地 崇子 （四日市市） 

 

           【三重】【全   国】 

 受験者●● 21 名 1,800 名 

 合格者●●  3 名  232 名 

 合格率  14.29% 12.89％ 

【全国統一要約筆記者認定試験 合格者】 

 【手書き】 

  ①加藤 かおり（桑名市） ②近藤 奈緒美（四日市市） 

 【パソコン】 

  ①岡橋 涼子（名張市）  ②加藤 かおり（桑名市） 

   ③近藤 奈緒美（四日市市）④橋本 喜美代（四日市市） 

   ⑤安原 峰子（四日市市） 

          【三重】  【全 国】   

 受験者 手書き  25 名   585 名    

     パソコン 14 名   483 名   【合  格  率】 

 合格者 手書き  12 名    123 名   40％（全国 21％） 

     パソコン 15 名   167 名   36％（全国 35％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

■字幕映像ライブラリー 今回のイチオシ作品 はこれです！ 
『津波に備える』『津波からにげる』 

２万２千人以上が犠牲になった東日本大震災から、今年 3 月で

７年になりました。住居や道路、インフラ等は復旧されつつありま

すが、人々の暮らしやコミュニティの立て直しは道半ばです。さて、

今回は津波の怖さを学び、備える作品の紹介です。 

なお、「借りたいけど、なかなかセンターに行くヒマがない～」

とお嘆きのアナタ、大丈夫です。郵送で貸出や返却ができるんです。

詳しくは当センターホームページで！ 

 三重県立図書館では、障がいのある方や外国人の方

などが図書館を利用する上で、コミュニケーションの

バリアをなくしていくことの一助になるよう、「コミ

ュニケーション支援ボード」を作成しました。 

 「借りたい」「カードを作りたい」「困っていま 

す」など、主に図書館の利用時の場面でのやりとりを、

ボードにあるイラストや簡単な単語を指で指し示すこ

とで、聞こえない人と聞こえる人の双方がコミュニケ

ーションを取ることができます。 

 なお、このコミュニケーション支援ボード作成にあ

たり、当センターからもアドバイスを行いました。 

 三重県立図書館をご利用する機会がありましたら、

ぜひご利用ください。 

■三重県立図書館が『コミュニケーション支援ボード』を作成、設置しています! 

窓口でのやり取りだけではなく、緊急時や探した

いもの、知りたいもの、使いたいものなどを、イ

ラストや簡単な日本語文（裏面）を指し示すこと

で、お互いがコミュニケーションをとれます！ 

『津波に備える』本編約 18 分 

『津波からにげる』本編約 17 分 


